
は じ め に

愛媛県における翼手目の生息記録は，分類学的研究の

ための採集記録，寄生虫研究のための宿主の採集記録，

開発に伴う環境調査報告，特定地域の動物相に関する調

査報告などによるものがある．そして，これらの記録は

森井（１９９２）により，四国における水平分布としてまと

められている。また，前田（１９８６），Yoshiyuki（１９８９）

は全国の採集記録を報告し，沢田（１９９４）は全国のコウ

モリが生息する洞窟をまとめた中で，愛媛県の採集記録

を報告している．

著者らは，これまでに報告されている文献，県内の博

物館に収蔵されている標本，未発表の観察記録を収集

し，２００３年までの県内の翼手目の生息記録を整理するこ

とを試みた．なお，今回確認した文献以外の文献や生息

地に関する情報があればご教示いただきたい．

調 査 方 法

文献については印刷公表されているものを対象とした

が，コテングコウモリについてはインターネット上で公

表されている報告があり，これを採用した．文献のう

ち，生息地の記載について「四国」とのみ記載されたも

のは対象とせず，「愛媛県」及び県内の市町村名，大字

名，山名，山域の名称が記載されているものを採用し

た．なお，愛媛県の翼手目に関する記載のある文献を全

て網羅する点から，引用による記載も含めている．

標本は県内の博物館および博物館相当施設，博物館類

似施設のうち翼手目の標本を収蔵していた愛媛県総合科

学博物館（EPSM）と面河山岳博物館を対象とした．観

察記録は再検討可能な写真などが存在するもののほか，

著者自身の確認によるなど，信用のできる情報のみを採

用した．なお，捕獲による確認は，環境省，愛媛県の捕

獲許可を得たうえで行ったものである．

記載内容は，愛媛県内における生息状況の概要，文献

による確認では地名，著者，発行年とした．

地名は文献の記載に従ったが，地名表記が著者によ

り，また，同じ著者であっても文献により異なることが

あり，調査内容を確認したうえで同一場所と確認できた

ものについては，一つの地名に統合して記載した．ま

た，洞窟名や大字名のみ記載されている場合は，市町村

名を加え，旧市町村名の場合は，現在の市町村名を付記

した．観察記録は観察場所，観察年月日，頭数，観察者

を記した．

分類，学名は阿部ほか（１９９４）に従い，記載されてい

る学名が阿部ほか（１９９４）と異なる場合は，前田（１９９６）

を参照した．

記 載

キクガシラコウモリ

Rhinolophus ferrumequinum（Schreiber，１７７４）

県下に広く分布し，海岸から山地まで記録がある．洞

窟，鉱山の廃坑，廃屋の他，使っていない炭焼き窯（山

本，１９８６）でも確認されている．また，公衆トイレ，ト

ンネル内壁を夜間の休憩場所として利用しているのが観

察されている．これまで，県内での繁殖コロニーは確認

されていなかったが，２００３年に伊予三島市金砂町の廃屋

愛媛県における翼手目の生息記録

山本貴仁１・阿部嘉昭２・山本栄治３・宮本大右４

List of Chiroptera in Ehime Prefecture, Shikoku Japan.

Takahito Yamamoto, Yoshiaki Abe, Eiji Yamamoto, Taisuke Miyamoto

We gathered the previous reports, a specimen records, and observation records about the bats in Ehime Prefecture.

The result we have catalogued a total of 17 species of bats and it was accepted that 14 of kinds of it lived in Ehime

Prefecture. However, there is also an area whose investigation is not enough and continuous investigation is called

for.

愛媛県総合科学博物館研究報告，�９，１－９，（２００４）

資 料

１ 愛媛県総合科学博物館 振興課 企画普及係
２ 〒７９２－０８１３ 新居浜市下泉町２－５－８
３ 〒７９１－３５１１ 小田町大字吉野川１１２７ 山本森林生物研究所
４ 〒７９８－００２７ 宇和島市柿原３４９ ネイチャー企画
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において数百頭からなる繁殖コロニーが確認された．

〈文 献〉

新宮村馬立蛇穴（Yoshiyuki，１９８９）

大洲市船原船原ノ穴（Yoshiyuki，１９８９）

砥部町川登立野（Yoshiyuki，１９８９）＊廃坑内．

砥部町川登川下坑（Sawada，１９８３；沢田，１９８８；

Yoshiyuki，１９８９；沢田，１９９４）

小田町（今泉，１９６０；Sawada，１９６８）

小田町日野川（石川，１９５４；Yoshiyuki，１９８９）

小田町日野川白ヶ滝洞（石川，１９５４；吉行，１９７６）

小田町日野川白ヶ岳東洞（森井ほか，１９９８；山内，

２０００）

小田町日野川白ヶ岳西洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田町洞（森川，１９６６；沢田，１９７６；沢田，

１９８１；沢田，１９８８；森井ほか，１９９８；山本・土居，

２０００a）

小田町小田深山廻り淵洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田深山淵首洞（森井ほか，１９９８）

小田町小田深山深山洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a；山内，２０００）

小田町渕首雨霧洞（吉行，１９７６；Yoshiyuki，１９８９；

森井ほか，１９９８；山本・土居，２０００a）

小田町南山南山洞（森井ほか，１９９８；山本・土居，

２０００a）

小田町南山の穴（森川，１９６６）

小田町獅子越（山本・土居，２０００a）

小田町吉野川宮之谷（山本，１９８６）＊炭窯内．

柳谷村日浦洞（森川，１９６６；沢田・片谷，１９７７；吉

行，１９７６；Yoshiyuki，１９８９；森井ほか，１９９８）

柳谷村中久保洞（森川，１９６６；沢田・片谷，１９７７；沢

田，１９８８；森井ほか，１９９８；山本・土居，２０００a）

柳谷村奈良藪待木山ノ縦穴（吉行，１９７６；Yoshiyuki，

１９８９）

野村町椎ノ木駄馬椎ノ木駄馬ノ縦穴（吉行，１９７６；

Yoshiyuki，１９８９）

野村町阿下久保谷ちんから洞（吉行，１９７６；Yoshiyuki，

１９８９）

野村町阿下久保谷マンガン採掘跡（吉行，１９７６；

Yoshiyuki，１９８９）

野村町羅漢穴（沢田，１９７６；吉行，１９７６；沢田・片

谷，１９７７；Sawada，１９８３；沢田，１９８８；Yoshiyuki，

１９８９；森井ほか，１９９８；山本・土居，２０００a）

野村町小羅漢穴（吉行，１９７６）

美川村上黒岩黒岩洞（吉行，１９７６；Yoshiyuki，１９８９；

森井ほか，１９９８）

美川村藤社藤社ノ縦穴（吉行，１９７６；Yoshiyuki，１９８９）

美川村筒城穴神洞（吉行，１９７６；Yoshiyuki，１９８９）

美川村仕出ヶ岳洞（森川，１９６６）

長浜町豊茂金山（Yoshiyuki，１９８９）＊洞窟内．

長浜町郷峠金山廃坑（Sawada，１９８３；沢田，１９８８；

沢田，１９９４）

長浜町マンガン廃坑（沢田，１９９４）

明浜町法華津穴ノ御前（吉行，１９７６；Yoshiyuki，１９８９）

吉田町立間奥井谷白井谷ノ穴（吉行，１９７６；Yoshiyuki，

１９８９）

保内町川之石廃坑（Yoshiyuki，１９８９）

保内町蕗坂鉱山廃坑（Sawada，１９８２；沢田，１９８８）

面河村面河渓谷（Abe et al.，１９７０）

面河村石鎚山（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９）

〈標 本〉

伊予三島市金砂町 EPSM-M-８０５♀，EPSM-M-８０６♂

仮剥製

土居町上野 EPSM-M-８０４♂ 仮剥製

西条市市之川 EPSM-M-８０７♀ 仮剥製

砥部町上原町 EPSM-M-８０３♀ 仮剥製

小田町吉野川宮之谷 EPSM-M-８９１，液浸標本

〈観察記録〉

伊予三島市金砂町 ２００３年６月２４日（１００頭以上），廃

屋で確認．繁殖コロニー．２００３年６月に子を抱く♀

を確認，阿部嘉昭・山本貴仁．

伊予三島市金砂町 ２００３年１０月２日（２頭），廃坑内

で確認．阿部嘉昭・山本貴仁．

別子山村下七番 ２００２年８月４日（１頭），旧トンネ

ルで確認，阿部嘉昭．（現，新居浜市別子山）

新居浜市大永山河又 ２００３年５月４日（１頭），廃屋

で確認，阿部嘉昭．

新居浜市大生院 １９９８年１０月２８日（♂１頭）．鳥類標

識調査の網に入る．山本貴仁

西条市市ノ川 ２００１年１２月２１日（１頭），廃坑内で確

認．１２月２８日にも隣接する別の廃坑で１頭を確認．

阿部嘉昭．

小松町石鎚 ２００２年１０月１３日（１頭），廃屋で確認．

阿部嘉昭．

今治市桜井 １９９５年５月２９日（６頭），海食洞，山本

貴仁．

朝倉村野々瀬 ２００２年９月８日（２頭），古墳内，田

中 弘．

岩城村積善山 １９９６年１１月１６日（１頭），廃坑．中西

秀治．２００２年１１月１０日（１５頭）山本貴仁・田中

弘．

砥部町上原町とべ動物園内 ２００２年８月２５日（２頭），

園内のトイレ内で確認．高村裕二．

砥部町外山外山公園 ２００３年３月２４日（４頭），高村

裕二．
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小田町吉野川 ２０００年１１月１４日（１頭），２００１年４月

２１日（１頭），自宅蔵で目撃，山本栄治．

保内町喜木 １９９９年９月１３日（複数個体），廃坑．山

本貴仁・水本孝志．

三崎町水尻 ２００２年３月３０日（♀１頭），鳥類標識調

査の網に入る．山本貴仁．

内海村由良半島先端部 ２００３年１２月２２日（１０頭），防

空壕内．宮本大右．

コキクガシラコウモリ

Rhinolophus cornutus Temminck，１８３５

主に山間部の洞窟，素掘のトンネル，廃坑から記録が

あり，小規模な洞窟，廃坑でも棲息している．小田町の

竜王さんの穴では約２００頭が観察されている．繁殖に関

する情報は得られなかったが，城川町黒瀬川鍾乳洞では

冬期に多数が確認されているほか（愛媛県教育委員会

２００３），伊予三島市金砂町の廃坑でも冬期に少数が確認

されている．新居浜市別子山では，道路沿いの要壁等に

ぶら下がっていた個体が，車の接近により飛び出し，し

ばしば車に衝突することがある．

〈文 献〉

砥部町川登川下坑（Yoshiyuki，１９８９）

大洲市蔵川（石川，１９５４）

肱川村山鳥坂鹿野川ダム付近（Yoshiyuki，１９８９）

（現，肱川町山鳥坂）

河辺村町木山（愛媛県教育委員会文化財保護課，

２００３）

小田町日野川白ヶ滝洞（石川，１９５４）

小田町日野川白ヶ岳西洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田深山廻り淵洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田深山深山洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田深山雨霧洞（Yoshiyuki，１９８９；森井ほ

か，１９９８；山本・土居，２０００a）

小田町小田深山鬼ヶ臼洞（Yoshiyuki，１９８９）

小田町天神下竜王さんの穴（森井ほか，１９９８；山

内，２０００）

小田町南山南山洞（森井ほか，１９９８；山本・土居，

２０００a）

小田町小田町洞（山本・土居，２０００；愛媛県教育委員

会文化財保護課，２００３）

柳谷村中津山神洞（森井ほか，１９９８）

柳谷村中久保洞（森井ほか，１９９８；山本・土居，

２０００a）

柳谷村古味の穴（森川，１９６６）

美川村上黒岩黒岩洞（石川，１９５４；森川，１９６６；

Maeda，１９７８；森井ほか，１９９８；愛媛県教育委員会

文化財保護課，２００３）

美川村筒城穴神洞（愛媛県教育委員会，２００３）

野村町小羅漢穴（Kifune & Sawada，１９８０；沢田・片

谷，１９７７；沢田，１９８１；森井ほか，１９９８）

野村町羅漢穴（石川，１９５４；沢田，１９７６；沢田，１９８１；

沢田・片谷，１９７７；Sawada，１９８３；Yoshiyuki，１９８９；

山本・土居，２０００a）

野村町椎の木駄の縦穴（Yoshiyuki，１９８９）

大川村下桐大川洞（石川，１９５４）（現，大洲市森山下

桐）

城川町穴神鍾乳洞（森井ほか，１９９８；愛媛県教育委員

会文化財保護課，２００３）

城川町川津南（Yoshiyuki，１９８９）＊洞窟内で採集，

洞窟名は未記載．

城川町黒瀬川洞（Yoshiyuki，１９８９；愛媛県教育委員

会文化財保護課，２００３）

吉田町（Yoshiyuki，１９８９）＊洞窟内で採集，洞窟名

は未記載．

吉田町法華津穴御前（今泉，１９６０；Yoshiyuki，１９８９；

愛媛県教育委員会文化財保護課，２００３）

玉津村（今泉，１９６０）（現，吉田町玉津）

〈標 本〉

別子山村中七番 EPSM-M-８１３♂ 仮剥製（現，新居

浜市別子山）

別子山村弟地 EPSM-M-８１７♂ 仮剥製（現，新居浜

市別子山）

伊予三島市金砂町 EPSM-M-８１４♀，EPSM-M-８１５♀，

EPSM-M-８２０♂ 仮剥製

伊予三島市富郷町 EPSM-M-８１６♂ 仮剥製

新居浜市大永山 EPSM-M-８１８♀，EPSM-M-８１９♂，

EPSM-M-８７３，EPSM-M-８９６♀ 仮剥製

新居浜市立川町 EPSM-M-８２１♀ 仮剥製

野村町羅漢穴 EPSM-M-８６４♂ 仮剥製

小田町 面河山岳博物館標本 乾燥標本

小田町小田深山雨霧洞 EPSM-M-８６５♀，EPSM-M-

８６６♂，EPSM-M-８６７♂，EPSM-M-８６８♂，EPSM-M-

８６９♂，EPSM-M-８７０♀，EPSM-M-８７１♂，EPSM-M-

８７２♂ 仮剥製

〈観察記録〉

伊予三島市金砂町 ２００２年３月２３日（２９頭），冬眠中

の個体，阿部嘉昭．

伊予三島市富郷町寺野 ２００１年８月（１頭），交通事

故．阿部嘉昭．

伊予三島市小川柳瀬ダム付近 ２００２年８月１０日（１

頭），交通事故．阿部嘉昭．

伊予三島市瀬井野 ２００２年８月３日（１頭），トンネ

ル内で確認，阿部嘉昭．

山本貴仁・阿部嘉昭・山本栄治・宮本大右
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新居浜市別子山下七番 ２００３年１１月２０日（１頭），ト

ンネル内にぶら下がる．阿部嘉昭．

別子山村中七番 ２００１年９月（１頭），２００２年７月２７

日（１頭），交通事故．阿部嘉昭．

別子山村弟地 ２００２年７月２７日（１頭），交通事故．

阿部嘉昭．

新居浜市大永山河又 ２００２年８月１７日（１頭），交通

事故．阿部嘉昭．

新居浜市大永山鹿森 ２００２年９月１３日（１頭），交通

事故，阿部嘉昭．

新居浜市立川町 ２００２年８月２５日（１頭），交通事故．

阿部嘉昭．

玉川町鴨部犬塚池 １９８６年９月２日（２頭），排水坑

内で確認．山本貴仁．

小田町小田町洞 ２０００年９月４日（数個体），バット

ディテクターで確認．山本栄治．

肱川町下小藪 ２００１年９月９日（１０頭前後），民家内

に洞口のある洞窟．山本栄治．

八幡浜市日土町 ２００１年５月７日（５０頭以上）．鍾乳

洞．山本貴仁・水本孝志．

保内町喜木 １９９９年９月１３日（複数個体）．廃坑．山

本貴仁・水本孝志．

モモジロコウモリ

Myotis macrodactylus（Temminck，１８４０）

主に山間部の洞窟で記録されており個体数も多い．新

居浜市（旧別子山村）などでの観察では，夜間道路上を

低空で採餌している個体が多く見られ，しばしば車に衝

突する．

越冬期に伊予三島市で確認された個体は，継続して同

じ場所に滞在しておらず，冬季でも頻繁に活動している

ようである．繁殖に関する情報は現在のところない．

〈文 献〉

小田町小田深山廻り淵洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田深山深山洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田深山雨霧洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a）

小田町小田町洞（山本・土居，２０００a）

小田町天神下龍王さんの穴（森井ほか，１９９８）

柳谷村日浦洞（Yoshiyuki，１９８９）

柳谷村中久保洞（森井ほか，１９９８；山本・土居，

２０００a）

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０）

面河村石鎚山（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９）

美川村筒城穴神洞（Yoshiyuki，１９８９）

野村町大久保羅漢穴（森井ほか，１９９８；山本・土居，

２０００a）

吉田町法華津穴御前（森井ほか，１９９８）

保内町川之石（Yoshiyuki，１９８９）＊洞窟内．

保内町蕗坂鉱山廃坑（Sawada，１９８２）

保内町マンガン廃坑（沢田，１９８９）

城川町魚成黒瀬川洞（Yoshiyuki，１９８９）

〈標 本〉

伊予三島市金砂町 EPSM-M-７９９ 本剥製

伊予三島市富郷町 EPSM-M-８００♂ 本剥製

別子山村中七番 EPSM-M-８１２♂，EPSM-M-８２５♂，

EPSM-M-８２６♂，EPSM-M-８９０♂ 仮 剥 製（現，新

居浜市別子山中七番）

別子山村下七番 EPSM-M-９０４♀ 仮剥製（現，新居

浜市別子山中七番）

別子山村弟地 EPSM-M-８２４♀ 仮剥製（現，新居浜

市別子山弟地）

西条市中奥 EPSM-M-８２７♀ 仮剥製

柳谷村中久保洞 EPSM-M-８８７♀，EPSM-M-８８８♂

仮剥製

面河村 面河山岳博物館標本 乾燥標本

小田町小田深山雨霧洞 EPSM-M-８８９♂ 仮剥製

小田町小田町洞 EPSM-M-８９２♀ 液浸標本

〈観察記録〉

伊予三島市金砂町 ２００３年１１月１８日（１頭），阿部嘉

昭．

伊予三島市富郷町 ２００１年１０月（１頭），２００２年９月

１１日（１頭），トンネル内で確認．阿部嘉昭．

伊予三島市金砂町 ２００１年１１月（２頭），２００２年１月

１３日（１頭），２００２年１月２３日（２頭），２００２年２月

１６日（１頭），２００２年４月１日（２頭），２００２年１１月

２３日（１頭），２００３年１１月１７日（１頭）．阿部嘉昭．

別子山村筏津 ２００２年７月１０日（１頭），交通事故．

阿部嘉昭．（現，新居浜市別子山筏津）

新居浜市鹿森ダム付近 ２００３年９月１４日（１頭），阿

部嘉昭．

新居浜市立川町鹿森ダム第一隧道内 ２００２年９月３日

（１頭），阿部嘉昭．

西条市中奥 ２００２年４月２１日（１頭），阿部嘉昭．

西条市飯岡皇子池 ２００３年３月１６日（１頭），土管内

で確認．阿部嘉昭．

松野町若山隧道 ２００２年７月６日（１００頭以上），宮本

大右．

ホオヒゲコウモリ

Myotis mystacinus Kuhl，１８１９

森川（１９７９）は，石鎚山の哺乳類目録の中でホオヒゲ

コウモリ Myotis mystacinus を挙げている．これは，Abe

et al（１９７０）の採集記録に Myotis mystacinus の記載があ

愛媛県における翼手目の生息記録

―４―



り，これを引用したものと思われる．Abe et al（１９７０）

の調査時に採集された１頭は，前田（１９８４）によりクロ

ホオヒゲコウモリ Myotis pruinosus として報告されてい

る．

クロホオヒゲコウモリ

Myotis pruinosus Yoshiyuki，１９７１

日本国内で１０数頭しか見つかっておらず，詳しい生息

状況は不明である（阿部，１９９４）．県内では，面河村面

河渓谷と柳谷村日浦洞での記録があるが，以後生息の情

報が得られていない．吉行（１９７４）によると，日浦洞で

捕獲された個体は，３月２２日に冬眠中の１頭が洞窟内の

天井の割れ目に単独で潜んでいたもので，性別は雄であ

った．なお，この個体は国立科学博物館に保管されてい

る（EPSM-M１７０９４）．また，前田（１９８４）によると面河

村面河渓谷で１９６９年８月１４日に採集された１頭も雄であ

った．

〈文 献〉

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０）

柳谷村日浦洞（吉行，１９７４；Yoshiyuki，１９８９）

ノレンコウモリ

Myotis nattereri（Kuhl，１８１８）

県内の森林内や洞窟などで記録されているが，数は少

ない．柳谷村中久保洞では１９９７年１０月３日（２頭），１０

月７日（２頭），１９９８年５月２７日（６頭），１０月３日（１

頭）の計１１頭が確認されているが全て雄であり，小田町

の白ヶ岳東洞で１９９９年１２月２３日に冬眠中の１頭が確認さ

れているが，これも雄であった（山本・土居，２０００a）．

また，前田（１９８４）によると石鎚山で１９６９年８月６日に

捕獲された１頭も雄であった．

〈文 献〉

石鎚山（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９）

柳谷村中久保洞（森井ほか，１９９８，山本・土居，

２０００a）

小田町白ヶ岳東洞（山本・土居，２０００a；Kifune et

al.，２００１）

野村町小羅漢洞（森川，１９６６）

〈標 本〉

伊予三島市金砂町 EPSM-M-８２９♂ 仮剥製

小田町小田深山雨霧洞 EPSM-M-８３０♂ 仮剥製

〈観察記録〉

西条市中奥 ２００２年４月１８日（１頭），２００２年４月２１

日（１頭），２００２年１０月１３日（１頭），阿部嘉昭．

小松町高瀑 ２００２年１０月１３日（４頭），阿部嘉昭．

アブラコウモリ

Pipistrellus abramus（Temminck，１８４０）

県下に棲息するコウモリ類の中では最も広く分布し，

また個体数も多いと思われるが調査が行われていないた

めに，文献による情報も標本も少ない．ただ，山間部に

は少ないようで，小田町では１９９６年に雄１頭が確認され

ているのみである（山本・土居，２０００a）．

〈文 献〉

東予市壬生川（Yoshiyuki，１９８９）

小田町本川（森井ほか，１９９８；山本・土居，２０００a）

野村町阿下野村高校（Yoshiyuki，１９８９）

〈標 本〉

新居浜市 EPSM-M-８６１♀ 仮剥製

西条市大町 EPSM-M-８９８♂ 仮剥製

松山市山越 西原博之氏所蔵♂ 液浸標本

宇和町下松葉 西原博之氏所蔵 液浸標本

松山市真砂町 EPSM-M-９０３♀ 仮剥製

松野町吉野 EPSM-M-９０２♀ 仮剥製

〈観察記録〉

新居浜市大生院 １９９９年１１月１２日（１頭），建物に侵

入した個体を確認，山本貴仁．

西条市飯岡 ２０００年３月２３日（♂１頭♀２頭），改修

中の家屋で確認．山本貴仁．

西条市荒川 ２００２年７月２４日（♀１頭），捕虫網で捕

獲後放獣，山本貴仁．

モリアブラコウモリ

Pipistrellus endoi Imaizumi，１９５９

１９６９年に面河村面河渓，石鎚山で確認されて以後，記

録はない．Abe et al（１９７０）によると，１９６９年の８月６

日から１５日の間に調査が行われ，石鎚山の１６００�付近の
ブナ林で２頭，標高７００�の面河渓谷で３頭が捕獲され
ている．前田（１９８４）によると，この５頭は雄３頭，雌

２頭であった．森川（１９７９）の記載は，Abe et al（１９７０）

を引用したものと思われる．

〈文 献〉

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０）

面河村石鎚山（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９）

ヤマコウモリ

Nyctalus aviator Thomas，１９１１

森川（１９６０）の石鎚山の哺乳類目録の中で「面河」と

の記載があるが，詳細な採集記録は記載されておらず，

標本の所在も不明である．清水（１９６１）も，愛媛県に生

息するコウモリとして本種を挙げているが，具体的な生

息地，採集場所の記載はない．高知県での採集例はある

ことから（今泉，１９６０；yoshiyuki，１９８９），愛媛県にも

生息している可能性はある．

〈文 献〉

面河村（森川，１９６０）

山本貴仁・阿部嘉昭・山本栄治・宮本大右
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コヤマコウモリ

Nyctalus furuus Imaizumi & Yoshiyuki，１９６８

清水（１９６１）によると，愛媛県に生息するコウモリと

して本種を挙げているが，具体的な生息地，採集場所等

の記載はない．本種は岩手県，福島県の合計３箇所から

採集記録があるのみであり（前田，１９９６），愛媛県に生

息しているとは考えにくい．

ヒナコウモリ

Vespertilio superans Thomas，１８９９

１９６９年に，面河村面河渓，石鎚山で確認されて以後，

記録はない．Abe et al（１９７０）によると，１９６９年の８月

６日から１５日の間に調査が行われ，標高７００�の面河渓
で３頭が捕獲されている．なお，前田（１９８４）による

と，この３頭は全て雄であり採集日は１９６９年８月１３日で

ある．なお，森川（１９７９）の記載は，Abe et al（１９７０）

を引用したものと思われる．

〈文 献〉

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９）

チチブコウモリ

Barbastella leucomelas（Cretzchmar，１８２６）

県内では面河村面河渓谷からのみ記録されている．

Abe et al（１９７０）による調査は，ヒナコウモリ，チチブ

コウモリが捕獲された時の調査と同じ調査によるもので

あり，前田（１９８４）によると１９６９年８月１３日に１頭の雄

が採集されている．また，内田・安藤（１９７２）は，１９７１

年６月１７日に面河村面河渓谷にて１頭の雄を採集してい

る．以後，県内での記録はなく，森川（１９７９）の記載

は，Abe et al（１９７０）を引用したものと思われる．

〈文 献〉

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０；内田・安藤，１９７２；

森川，１９７９）

ウサギコウモリ

Plecotus auritus（Linnaeus，１７５８）

県内の森林内や洞窟，廃屋で確認されているが，いず

れも１頭か２頭であり生息数は少ない．伊予三島市にお

ける越冬期の観察では，付近に生息するキクガシラコウ

モリ，コキクガシラコウモリに比べて冬眠に入る時期が

遅く，また冬季でも頻繁に活動していた．

山本・土居（２０００a）により１９９７年１０月８日に小田町

深山洞で２頭，１９９８年１１月１３日に柳谷村日浦洞で冬眠中

の１頭が記録されているが全て雄である．また，伊予三

島市（EPSM-M-８３１），西条市中奥（EPSM-M-８３２）で採

集された両標本も雄であった．１９６９年８月６日に石鎚山

の１６００�付近のブナ林で捕獲された１頭（前田，１９８４）
と面河村大成で採集された１頭（Yoshiyuki，１９８９）は

雌であった．

〈文 献〉

面河村石鎚山（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９）

面河村大成（Yoshiyuki，１９８９）＊洞窟内．

小田町小田深山深山洞（森井ほか，１９９８；山本・土

居，２０００a；愛媛県教育委員会文化財保護課，２００３）

柳谷村日浦洞（山本・土居，２０００a）

美川村上黒岩黒岩洞（森井ほか，１９９８）

柳谷村中久保洞（森川，１９６６；越智，１９６２）

大野ヶ原寺山の縦穴（森川，１９６６）

＊越智（１９６２）によれば，１９６２年７月に四国カルスト

の大野ヶ原笹ヶ峰と寺村の縦穴調査を行い，四国で中久

保洞についで２例目のウサギコウモリを確認したとの記

述があるが，いずれの縦穴であるかは明記されていな

い．なお，森川（１９６６）には，大野ヶ原寺山の縦穴でウ

サギコウモリが発見されたとあり，大野ヶ原には寺村と

いう地名がないことから，越智（１９６２）の寺村の縦穴

は，寺山の誤記であり，四国で２例目のウサギコウモリ

が発見されたのは，大野ヶ原寺山の縦穴であると思われ

る．

〈標 本〉

伊予三島市金砂町 EPSM-M-８３１♂ 仮剥製

西条市中奥 EPSM-M-８３２♂ 仮剥製

〈観察記録〉

伊予三島市金砂町 ２００２年２月９日（１頭），２００２年

２月２５日（１頭），２００２年２月２８日（１頭），２００２年

３月２８日（１頭），２００２年１１月４日（１頭），２００３年

１１月１７日（２頭），阿部嘉昭．

新居浜市大永山 ２００３年５月４日（１頭），２００３年１１

月１９日（１頭），廃屋で確認，阿部嘉昭．

ユビナガコウモリ

Miniopterus fuliginosus（Hodgson，１８３５）

主に山間部の洞窟で記録がある．小田町の小田町洞で

は５，０００頭～１０，０００頭（山内，２０００），野村町の羅漢穴で

は数千頭が確認されている（山本・土居，２０００a）．た

だ，繁殖期には，どちらの洞窟からもほとんどがいなく

なり（山本・土居，２０００a）繁殖洞は確認されていない．

小規模な洞窟や洞窟の少ない地域からの報告は少ない．

〈文 献〉

小田町（Sawada，１９６８）

砥部町川登立野（Yoshiyuki，１９８９）＊洞窟内．

小田町小田町洞（森川，１９６６；沢田，１９７６；沢田，

１９８９；森 井 ほ か，１９９８；山 本・土 居，２０００a，山

内，２０００）

野村町羅漢穴（森川，１９６６；沢田，１９７６；Sawada，

１９８３；沢田，１９８９；Yoshiyuki，１９８９；森井ほか，

１９９８；山本・土居，２０００a）

愛媛県における翼手目の生息記録
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城川町魚成黒瀬川洞（Yoshiyuki，１９８９）

美川村上黒岩黒岩洞（Abe at al.，１９７０；愛媛県教育委

員会，２００３）

柳谷村大西字古味堀切洞（石川，１９５４）

柳谷村中久保洞（森川，１９６６）

長浜町豊茂金山（Yoshiyuki，１９８９）

吉田町法華津穴ノ御前（石川，１９５４；Yoshiyuki，

１９８９；森井ほか，１９９８；愛媛県教育委員会，２００３）

〈標 本〉

岩城町西部 EPSM-M-８９７♀

野村町羅漢穴 EPSM-M-４００，EPSM-M-４０１ 本剥製，

EPSM-M-８７４♂，EPSM-M-８７５♂，EPSM-M-８７６♂，

EPSM-M-８７７♂，EPSM-M-８７８♂，EPSM-M-８７９♂，

EPSM-M-８８０♀，EPSM-M-８８１♀，EPSM-M-８８２♂，

EPSM-M-８８３♂，EPSM-M-８８４♀，EPSM-M-８８５♂，

EPSM-M-８８６♂ 仮剥製

〈観察記録〉

新居浜市大永山鹿森 ２００１年８月（１頭），路上で確

認．阿部嘉昭．

新居浜市立川町 ２００２年９月６日（１頭），急降下し

車に衝突し死亡．阿部嘉昭．

西条市中奥 ２００３年３月４日（１頭），阿部嘉昭．

松野町若山隧道 ２００２年７月６日（１００頭以上），外部

計測後放獣．宮本大右．

テングコウモリ

Murina leucogaster Milne-Edwards，１８７２

主に四国カルストや小田深山など，標高の高い地域の

洞窟で記録されているが，２００２年２月９日に西条市の下

島山（標高約４０�）にてコンクリートトンネル内で休息
する個体が確認された．

個体数は少なく通常１頭で見つかることが多いが，山

本・土居（２０００a）によると，中久保洞で１９９７年１０月７

日に行った出洞時の調査では雄９頭を捕獲している．ま

た，小田町深山洞，柳谷村中久保洞，野村町羅漢穴では

冬眠する個体が確認されている．

〈文 献〉

小田町小田深山深山洞（森井ほか，１９９８；愛媛県教育

委員会文化財保護課，２００３）

小田町小田町洞（山本・土居，２０００a）

野村町羅漢穴（沢田，１９７６；沢田・片谷，１９７７；

Sawada，１９８３；Yoshiyuki，１９８９）

柳谷村中久保洞（森川，１９６６；Yoshiyuki，１９８９；森

井ほか，１９９８；山本・土居，２０００a）

柳谷村奈良藪待木山ノ縦穴（Yoshiyuki，１９８９）

〈標 本〉

別子山村弟地 EPSM-M-８１０♀ 仮剥製（現，新居浜

市別子山）

西条市中奥 EPSM-M-８０８♂ 仮剥製

面河村 面河山岳博物館標本♀ 乾燥標本

美川村御三戸 面河山岳博物館標本♂ 乾燥標本

小田町 EPSM-M-８０９♂ 仮剥製

〈観察記録〉

伊予三島市金砂町 ２００２年１０月１０日（１頭），阿部嘉

昭．

別子山村下七番 ２００２年６月１２日（１頭），旧トンネ

ル内で確認．阿部嘉昭．（現，新居浜市別子山下七

番）

西条市下島山 ２００２年２月９日（１頭），阿部嘉昭．

コテングコウモリ

Murina ussuriensis Ognev，１９１３

県内の山間部で記録されているが，個体数は少ない．

枯れたクズの葉の中や民家の軒下などでの発見例もあ

り，調査が進めば県内に広く生息している可能性もあ

る．新居浜市別子山では，現在は使われていない，内壁

がコンクリート吹き付けのトンネル内で，夜間に休息す

る個体が観察されている．

〈文 献〉

面河村（山本・土居，２０００a）

野村町羅漢穴（沢田，１９７６；沢田・片谷，１９７７）

肱川町河辺川周辺区域（国土交通省四国地方整備局山

鳥坂ダム工事事務所，２００２）

〈標 本〉

別子山村下七番 EPSM-M-８１１♂ 仮剥製（現，新居

浜市別子山）

新居浜市別子山筏津 EPSM-M-９０７♀

新居浜市大永山 EPSM-M-８０２♂ 本剥製

西条市中奥 EPSM-M-８２８♀ 仮剥製

面河村 面河山岳博物館標本♂

面河村面河渓 面河山岳博物館標本♂ 乾燥標本

〈観察記録〉

伊予三島金砂町 ２００２年４月２５日（１頭），阿部嘉昭．

別子山村下七番 ２００１年１０月２９日（１頭），２００１年１０

月３０日（１頭），２００３年９月１３日（１頭），阿部嘉昭．

２００２年９月９日（１頭♂）．捕獲後放獣．阿部嘉昭・

山本貴仁．（現，新居浜市別子山下七番）

久万町父野川 ２００３年４月６日（♂１頭），山本栄治．

オヒキコウモリ

Tadarida insignis（Blyth，１８６１）

これまでに県内では，２頭の標本と１頭が保護されてい

るがいずれも偶発的であり，生息地の確認には至ってい

ない．１９７３年６月８日に，野村町阿下の野村高等学校内

で採集された１頭は雌の亜成獣であり（Yoshiyuki，

１９８９；毛利，２０００），２０００年３月７日に八幡浜市松柏の

山本貴仁・阿部嘉昭・山本栄治・宮本大右

―７―



八幡浜高等学校内で発見された１頭は雄の幼獣であった

（宮内・前田，２００２）．また，松山市の新田高等学校で

も１頭が保護されている．八幡浜市，砥部町，三崎町，

新居浜市で本種のものと思われる声が確認されており，

今後生息地が発見される可能性がある．

〈文 献〉

野村町阿下（Yoshiyuki，１９８９；毛利，２０００）

八幡浜市松柏（宮内・前田，２００２）

〈観察記録〉

新居浜市前田町 ２００３年４月９日，本種のものと思わ

れる声を確認．山本貴仁．

松山市山西町 ２００３年６月２３日（♀１頭），新田高等

学校校舎で保護，後に放獣．丹下一彦・山本貴仁．

八幡浜市北浜 ２０００年８月２２日，本種のものと思われ

る声を確認．山本貴仁・宮内達郎・水本孝志．

三崎町水尻 ２００１年１１月７日，本種のものと思われる

声を確認．山本貴仁．

お わ り に

既存の文献，博物館の標本，観察記録をまとめた結果

１７種を確認し，そのうち愛媛県に生息するコウモリとし

て１４種類の生息記録を確認した．これらのうち，クロホ

オヒゲコウモリ，ノレンコウモリ，モリアブラコウモ

リ，ヒナコウモリ，チチブコウモリ，ウサギコウモリ，

テングコウモリ，コテングコウモリ，オヒキコウモリは

愛媛県版レッドデータブック（愛媛県，２００３）に情報不

足として掲載されている．特にクロホオヒゲコウモリ，

モリアブラコウモリ，ヒナコウモリ，チチブコウモリ

は，２０年近く新たな生息の情報が得られていない．ま

た，南予地方については調査そのものがほとんど行われ

ておらず，今後も継続的な調査が必要とされる．

謝 辞

面河山岳博物館の矢野真志学芸研究員には，標本調査

に際し，協力いただいた．

文献の収集には，奈良教育大学の前田喜四雄先生，愛

媛大学農学部の都築勇人氏，小川次郎氏，京都大学大学

院農学研究科の佐々木尚子氏にお世話になった．中西秀

治氏，宮脇 馨氏，水本孝志氏，高村裕二氏，田中 弘

氏，西原博之氏，丹下一彦氏には生息情報をいただい

た．また，標本の収集に協力いただいた多くの方々に感

謝いたします．
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